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Ⅰ 調査の概要 

調査地点は，総合人間学部構内の 東北部に位置する ( 図版 1-254 . 255 . 257, 即 5)0 

すでに水牛 報 第 2 申でも述べている よ うに， 238 . 249 地点の発掘調査成果から ， この一帯 

に 中世の重要な 遺構が存在しているⅢ   能 ，件が浮上してきていた。 また，                                                 

去の試掘・立合調査においても ，糸毛 文 時代 一 古代にかけての 包含層の存在や 遺物の出土が 

報告されていた。 さらに，詳細は 後述するが， 1997 年 4 月に 図巧 -x 地点において 折田修 

市像の撤去と 樹木移植に よ る 築 m 整備が実施された 際， 近 此の墓石や大量の 中世 瓦 類など 

が 出土していたこ                                                                                                                               

こうしたなか ， 1997 年 7 月一 9 月， おょ U 汀 2 月一 1998 年 1 月にかけて，・ - 帯に掘削深度 

が遺構面に達する 複数の工事が 計画されたため ，適宜立合を 実施するとともに ，要所にお 

                                                                                                            うことにした。 

調査の結果，弥生時代 一 近世にいたる 各 H- き代の包含 層 と多く                                                         

に，中世瓦の 大量散布範囲が 確認、 されたことと ，弥生前期の 遺物包含 層が 西方に向かって 

斜面を成してくだる 状況を把握できたことは ，大きな成果といえる。 

2 層 ィ工 L 

既往の調査区の 層序もふくめて 柱状 図 で示す ( 図 15-   A 一 G) 。 第 2 周灰褐色土は 近世の 

遺物包含 層 。 その上面のレベルは ， F-   G 地山間で㏄㎝ ほどドる 。 現状地形では ， G 地点 

の 西側に比高差約 l m の段差が存在する                                                                                                                     

落差も人きくなったことがわかる。 大学設置に際しての 造成によるものだろう。 第 3 層の 

茶褐色土は @ 「 ， 世の遺物包含 層 。 その上面は ， B-   C 地点間および F-G 地点間でゆるやかに 

・ ドる 。 近世以前の段階の 棚田伏段差の 存在が反映されているのだろう。 第 4 層の黒色十は 

古代の遺物包含 層 。 D 地点以西では 茶褐色土の下に 安定して堆積が 確認だれるが ，東方の 

A 地点 一 L 地点付近一帯では 灰褐色土あ るいは表土 面 " ト " に堆積しており ，この一帯が 微 高 

地 にあ たるものと推察される。 第 5 層の黄色砂は ， 無 遺物の洪水砂層で ，弥生前期末一中 

期初頭に生じた 土石流にともなう 堆積で，京都大学構内 - 帯でひろく確認されている。 弥 
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生前期の遺物包含層であ る第 6 層の黒褐色土上面を 覆っており， この第 6 居のレベルが 東 

へ向かって上がるにしたがい 薄くなり， D-   E 地点間で消失する。 第 6 層は，それ以東で 

は第 4 層に接しながら 堆積するが， C-n 地点間で " 消失する。 第 6 層のト面はおおむね 弥 

生前期末段階の 地表面を表しているので ，そのころ n-E 地点間および F-   G 地   占 問は西 お 

よび 南 へやや急に 卜 ・ る 斜面状の地形が 存在したと想定できる。 こうした第 6 層が東に向 

かって急激に 立ち ト がる状況は J 地点でも確認している。 また， G 地点と 1OOm 南方の 

A022 区の同 層 上面の比高差は 約 1.5m であ るから，今川の 調査地点よりも 画 一南一帯で 



  
は緩 傾斜の谷 状 地形が広がっているものとみられる。 第 7 層の黄褐色Ⅱおよび 第 8 層の白 

色砂からは，今回の 調査範囲内では 遺物を確認していない。 

なお，四辺の H . I 他山， 末 辺の M 他山では，それぞれ 表土直下で第 5 屑の黄色砂，第 

7 届の黄褐色土があ らわれた。 H . l 地点付近については ，近代以降に ，東側から張り 出 

してくる斜面を ヵット してグランドのための 平坦地を造り 出した際に削 Y されたとみられ 

る。 M 地白付近については ， 微 高地上にあ るため，弥生時代以降くりかえし 剛平を被って 

いた可能性が 高い。 

3  遺構と遺物 

工事の掘削にともなう 立合調査であ るため，遺構は 壁面で断面を 確認したものがわずか 

にあ る程度で，各所の 包含居中から 遺物を回収するのが 精 ，杯であ った。 以下，・ ヒ要 なも { 
先史時代の調査成果としては ，黄色砂の下層の 黒褐色土からの 遺物出土があ る。             

も弥生時代前期の 土器で， 多 矢の 箆描 洗練 丈 による装飾をもつ 個体が中心となっており ， 

新段階に位置づけられるよう ( 図 16  Ⅲ 1 一 Ⅲ 8) 。 遺構を確認することはできなかった 

ものの，遺存の 良いおおぶりの 破片が多数含まれていることから ，一帯がこの 時期の追跡 

の ll 「心となっていることが ，あ らためて確認できた。 

古代以降の成果として 挙げられるのは ， E 地点の北側一帯を 中心に検出された 中世の瓦 

溜 があ る。 茶褐色土中に ， 巴 文や剣頭文など 中世の軒瓦 類 をはじめ，一部古代の 瓦もまじ 

えた大量の遺物が 広い範囲で密に 包含されており ，一帯で実施された 複数の管路掘削時に 

確認できたことから ，あ る程度平面的なひろがりが 推定された ( 図巧裂 地部分 ) 。 ここに， 

古代一中世の 重要度の高い 遺構が存在している 可能性がきわめて 高く，今後 @- 分に注意し 

ておく必要があ ろう。 この 瓦溜 とその周辺の 茶褐色土からの 出土遺物のうち ，土器類 は つ 

                                                                                  l 卜世 後半期に偏る 傾向が認められる ( 図 17  Ⅲ 10 一 

m2i)o 瓦については ，     Ⅱ 安 時代中期にさかのぼるものを 少量含みっ つ ，その後期か             
時期も軒瓦が 日立っ よう に                                     

このほかの遺構としては ， 1 地白で， 幅 ・深さとも l m 前後の断面 U 字形に茶褐色土が 

落ち込む状況が 東西両側の壁面で 確認され， @0 世紀ごろの土師器が 出土した ( 図 i7  m 

9) 。 東西方向にはしる 平安期の溝の 存在が想定される。 

  



  
    Ⅰ                         

ffl@ I 
  Ⅱ " 

  " " 悔び 吋 ' Ⅹ   
Ⅲ 2 Ⅹ 町 魑 " " 一 -"-" @@@ --@@.-@@@ " 。 @@  """""""""" "; ""1  て 一一 Ⅰ 「 @  """""""" """"" .: "" 弔 """"@  "@@""@' 。 """""""" 。 """""";1"""""" ニ ---.@ ""- 。 笘 。 ノ -, 。 ノ "   

Ⅲ 3 Ⅲ 4 

    
0l l5cm 1 

  

Ⅲ 8 
      ZOcin 

図 l6                                                                                 一 fmm 7                                                 

  @"@'sn.9   づノ Ⅲ 5 ノ ⅠⅠⅠ 2l 
" 一 "'"     一 " Ⅲ㏄ 

  田 ll 
一 皿 l7 ゆ 

Ⅲ 22 

こ @  一 Ⅱ ． メ皿 @2 
  
「   " 目 Ⅰ ".3 
一 " Ⅲ l8 目 "". 。 一 "' 。 

Ⅲ l4   

甲 
  20cm 

Ⅲ 23 

図 l7 古代以降の L 器 ・陶磁器 Wml4 灰軸系 陶器， m22 陶器， 11 鴉染付 ，それ以外は 土師器 ) 

． 3n 



  
  

  
㍉。   
      
  

@T@-       
            牽 ㌔                                                 

  

皿 35   
  20cm 

図 l8  軒丸瓦・軒平瓦 

31 



  

  

 
 

 
 

 
 

た
石
凝
 た
の
館
内
ビ
助
 
m
 集
 盛
っ
 

 
 

  

各
 も
れ
る
面
 合
 さ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 に
め
咀
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 内
 は
ろ
大
立
国
 

 
 

 
 

一
る
 神
別
 あ
ィ
 い
も
 こ
と
田
あ
 

 
 

矧
 ㎝
 卸
肚
弓
 。
 憶
 

合
帯
重
 さ
な
も
と
 

 
 

総
一
 る
据
 と
と
こ
 

 
  
 

 
 
Ⅲ
 
3
 

 
 

 
 

鼠
 轟
轟
 偽
 

 
 
屈
妙
磨
 

 
 

 
 

  


